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 台湾における糖尿病の心血管障害に関し1956年より6年間に国立台湾大学医学院附設医院
 内科で経験された入院患者451例において縛られた臨床的・研究の結果を発表する。
 〔結果〕i
 t死因:糖尿病死亡55例の死因のうち糖尿病昏睡は12例であり心血管障害は25例,そ葺
 のうち心筋梗塞,冠状不全等の動脈硬化性心障害によるもの7例,脳出血,脳血栓等の脳血管障
 害によるもの13例,糖尿病性腎症4例,腸間膜血管血栓1例で,死亡例の45.5%にあたり心
 血管合併症による死亡が著しく多い。これに対し感染症による死6例,肝疾患4例,悪性腫瘍3
 例,肺結核症2例,其他5例である。2.心血管疾患の頻度1年次別にみると心血管障害の合併
 せる症例は5Z6%から6年間にかけて74%と増加を示している。各種血管障害についての頻
 度は全例中高血圧52・8%・動脈硬化性心疾患25・3%・脳血管瞳害11・1%・網膜症157%,
T
l
 糖尿病性腎症6.8%,下肢動脈硬化による脱疽はα4%に見られた。3.心血管障害の頻度と糖
 尿病罹患期間:本調査に論いて糖尿病罹患期間の延長と共に心血管障害の頻度の増加が見られた
 が,これには加令並びに過去における糖尿病のコント・一ル等の素因の及ぼす影響を一応注意す
 べきである。4・高血圧:糖尿病病人の血圧は同一年令群の正常人より高血圧を示すことは多く
 ρ報告にあるが,451例中高血圧を示すものは男女共約50%である。一年令の進むほど血圧が一
 高(なるが・糖尿病罹患期間と高血圧合併の頻度の関係については罹病期間が5年以内と10年.
 調
.
 以上では高血圧合併の頻度が4t9%と659%となって統計学的に有意義の差を示している。
 5・動脈硬化性心疾患:本調査では死亡例の12.8%をしめ,451例の症例では25.5%にこ一
 れを認める。(1)心電図の変化・心電図を調べた391例中,心電図所見の異常のあるものが65
 %に見られた。その内の主なるものは次の通りである。心筋障害の所見として心筋梗塞56例,
 心筋阻血15例,左室肥大92例,右室肥大5例等である。調律及び伝導障害の所見として心室
 期外収縮20例,上室期外収縮6例,心房細動6例,右側完全性興奮伝導障害16例,房室ブ・
 ック8例等である。(2)糖尿病罹患期間と心電図の変化糖尿病罹患期間はおそらく冠動脈硬化の:
 発生に大きな影響を与へる因子であろうと考えられるが,未だ一般に承認されていない。本調査≦ガ
 でもこの点について両者の間に統計学的に有意義の差を認めなかった。(3)血清コレステロール値・
 と心電図の変化動脈硬化及びアテ・一ム性動脈硬化症の発生に高コレステ・一ル血症が重要な.董・
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 因子であることは多ぐの研究報告で強調されてきた。しかしコレステ・一ル値と心電図の変化の
 関係についズ本調査では明らか左関連を認め左かつた。5脳血管障害:全例中50例(1禍%)
 に脳血管障害が見られた。男女の性別比は1・5:1である。Z末梢動脈硬化:末梢動脈の硬化
 性病変は一般に糖尿病に高度となるが・それから脱疽の状態を呈するものはわずか2例に貝,られた。
 8.網膜症:(1)糖尿病性網膜症眼底を検査したものは556例で糖尿病性網膜症は62例
 (てa5%')に男女の性別ではそれぞれ20.6%と15.4%の発現率を示す。一般に糖尿病照患
 期間の長いほど多くこの網膜変化が発現するといわれているが,本調査でも5年以内と1D年以
 上の罹患期間の症例に統計享的に非常に有意義の差をもつてこの網膜症の発現が見られた。網膜
 症発生と空腹時血糖値との間には関連がない。(2高血圧性網膜症と動脈硬化性網膜症高血圧性
 及ぴ動脈硬化性網膜症を見られたのはそれぞれ44%と5Z8%で,'その発現は糖尿病罹患期間
 との間に統計学的に有意義の差が見られる。
 〔検討〕
 インスリン及び抗生物質の臨床的応用によって,糖尿病病人の生存年数は著しく延長され,そ
 れと共にその死因と末期合併症の発現も大いに変ってきた。アテドーシス及び感染が以前にくら
 べて著し(その重要性を減じ,これに反して心血管障害が最も重要な死因となった。J68ユin
1
 によれば,過去50年間に心血管疾患による死亡が4倍に増加し,糖尿病昏睡による死亡は信
 に減じている。動脈硬化の発現は,非糖尿病患者に比べると糖尿病患者ではけるかに多く,糖尿
 病に冷ける動脈硬化の重要性について幾多の報告がある。殊に冠状動脈硬化症の性別による発現
 では一般患者の男女比ろ一4:1が糖尿病患者では約1.1:1となって著明に女性の患者に多く
 発現を見為。一方東洋での糖尿病患者に沿ける心血管疾患の発現率を.見るに・例えば日本では
 41.6%から5a5%となっている。台湾での発現率も大体他の報告と同じである。糖尿病に沿
 ・ける心血管障害の成因について近年ひろぐ研究され,蛋白や多くの脂質代謝に関+る意見が出さ
 れているが,末だ一般に承認される明確た結論が得られていない。また糖尿病の罹憲期間と症状
 の軽重及びコント・一ルの良否声心血管障害の発現に及ぼす影響についても未だ充分友意見の一
 致が見られていない。しかしこの台湾における糖尿病病人の心血管障害の合併についての研究結
 果は,糖尿病の罹患期間が相当に関係のあることを示している。
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 審査結果・の・要旨
 著者は台湾に沿ける糖尿病の心血管障害に関し1956年よ砂6年間に国立台湾大学医学院附
 設医院内科で経験された入院患者454例について縛られた臨床的研究を行なっている。
 死因については糖尿病死亡55倒の死因のうち糖尿病昏睡は12例,心血管障害は25例,そ
 のうち心筋梗塞,冠状不全等の動脈硬化性心障害によるもの7例,脳出血,脳血栓等の脳血管障
 害によるもの43例,糖尿病性腎症4例,腸間膜血管血栓1例で,死亡例の45。5%にあたり心
 血管合併症による死亡が著しく多い。これに対し感染症による死6例,肝疾患4例,悪性腫瘍5
 例,肺結核2例,其他3例である。次に心血管疾患の頻度については,年次別にみると心血管障
 害の合併せる症例は5Z6%から6年間にかけて74%と増加を示している。心血管障害の頻度
 と糖尿病罹患期間については糖尿病罹患期間の延長と共に心血管障害の頻、塵の増加が見られたが,
 これには加令並びに過去にかける糖尿病のコン'ト障一ル等の素因の及ぼす影響を一応注意すべき
 である。また,糖尿病病人の血圧は年令の進むほど血圧が高ぐなるが,糖尿病罹患期間と高血圧
 合併の頻度の関係については罹病期間が5年以内と10年以上では高血圧合併の頻度が4t9%
 659%となって統計学的に有意義の差を示している。動脈硬化性心疾患は死亡例の12.8%を
 しめ,45り例の症例では25.5%にこれを認める。心電図の変化は心電図を調べたろ91例中,
 心電図所見の異常のあるものが65%に見られたが,心筋障害の所見として心筋梗塞36例,心
 筋温血15例,左室肥大92例,右室月巴大5例,調律及び伝導障害の所見として'ら屋期外収縮20例,上室外収
 縮6例,右側完全性興奮伝導障害16例,房室ブロック8例である。脳血管障害については,全
 例中50例(11.1%)に脳血管瞳害が見られ,末梢動脈硬化については一般に糖尿病に高度と
 なるが,それから脱疽の状態を呈するものはわずか2例に見られた。
 網膜症については眼底を検査した55例のうち糖尿病性網膜症は62例(18.5%)で男家の
 性別ではそれぞれ2a6%と15,4%の発現率を示すが,本調査では5年以内と10年以上の罹
 患期間の症例に統計学的に非常に有意義の差をもつてこの網膜症の発現が見られた。また高血圧
 性及び動脈硬化性網膜症を見られたのはそれぞれ44%と5Z8%で,その発現は糖尿病罹患期
 間との間に統計学的に有意義の差が見られる。すなわち,著者の台湾に冷ける糖尿病病人の心血
 管障害の合併についての研究箱乗は・糖尿病の罹患期間が相当に関係の塗ることを示している。
 依って本論文ぱ学位を授与するに値するものと認、む。
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